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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第２学年　　学級活動

	２　ねらい
	・上級学校に関する情報を収集し、進学への目的意識を高めることができる。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	· ・多くの生徒が進学を考えるが、中には将来の目的をしっ　　　　　　

· 　かりと考えずに進学し、自分の能力や適性に合わず挫折　

· 　してしまう生徒がいる。そうならないように、上級学校　

· 　についての正しい情報を収集し、目標に向かって努力す　

· 　る態度を養うことが必要である。
・本実践では、インターネットや進路情報誌などから上級学校の種類や特色を調べ、まとめる活動を通して情報収集能力を養う。そして、上級学校を実際に訪問する機会や先輩の話を聞く会を設定し、将来に向けてのビジョンを明らかにしていく。









上級学校を調べよう
１　学年、教科・領域　　　中学校第２学年　　学級活動

２　本時の目標

（1） 上級学校に関する情報を収集し、進学への目的意識を高めることができる。
（２）「課題対応能力」＜情報収集＞
３　準備

· 「進学する理由」のアンケート結果、ワークシート、「中学生活と進路」、進路情報

パソコン(インターネット)
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　学級アンケート「進学する理由」の結果を知る。
	○アンケート結果を知らせ、いろいろな理由が考えられることを確認する。

	２　本時の課題を把握する。　　　


３　上級学校へ進学する目的や意義を考える。
(1) アンケート結果についてよい点とよくない点を考える。

・希望職業のことまで考えているところがよい。
・ほとんどの人が進学するからという理由はよくない。
(2)  進学する目的や意義について
分かったことをまとめる。
　  ・知識や教養を身に付け、自分を高めることが大切だ。

４　上級学校の種類や特色を知る。　　

(1) 「中学生活と進路」のＰ.２４
～Ｐ.２９を参考に、上級学校の種類を調べる。

(2) 班ごとに上級学校を分類し、特色をまとめる。
	○上級学校にはどんな学校があるのか調べることを知らせる。
○進学する理由は人それぞれであるが、自分なりに

明確な目的や意義をもつことの大切さを強調する。
○上級学校を卒業した後の進路についても考えさせる。
◎身近な情報である昨年度の卒業生が進学した上級学校を分類することで、意欲的に情報収集させる。

☆上級学校に関する進路情報を収集することができたか、ワークシートから判断する。
○高等学校、高等専門学校、専修・各種学校、その

他の学校などに分類し、特色をまとめさせる。

○インターネットや進路情報誌を活用して各班でまとめた内容は教室に掲示し、情報を共有する。

	５　教師の話を聞く。
	○進路選択をするためには必要な情報を収集し、自分に適しているか判断することが大切であることを伝える。
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上級学校の種類や特色を知ろう











「上級学校を調べよう」





＜技術科＞


情報通信ネットワークの利用





本実践





＜特別活動＞


なぜ、人は学ぶのだろう








上級学校を実際に訪問する機会や先輩の話を聞く会を設け、体験から得られる情報をまとめることで、進学への目的意識を更に高める。








先輩の話を聞く会








上級学校訪問





＜情報収集活動＞


・インターネット


・図書














「上級学校を調べよう」（学級活動）


(1) 上級学校に関する情報を収集し、進学への目的意識を高めることができる。


(2) キャリア教育としての目標


「課題対応能力」＜情報収集＞











